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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国成

⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり）」「アライアン
ス・バーンスタイン・米国成⻑株投信Ｂコース（為
替ヘッジなし）」は、このたび第38期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり) Ｂコース(為替ヘッジなし) 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年５⽉25日(当初設定日)から2044年６⽉15

日までです｡ 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
①米国を本拠地とする企業が発⾏する普通株式を主要

投資対象とし、信託財産の成⻑を図ることを目標に積
極的な運用を⾏います。 

②企業のファンダメンタルズ分析と株価バリュエー
ションに基づく銘柄選択を基本としてアクティブ運
用を⾏います。 

実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動のリスクの低減を図
ることを基本とします。 

実質外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

アライアンス･バーンスタイ
ン･米国大型グロース株マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

米国を本拠地とする企業が発
⾏する普通株式を主要投資対
象とします｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

①株式への実質投資割合は､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への実質投資割
合は､制限を設けません｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

①株式への投資については､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への投資につい
ては､制限を設けません｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収入

及び売買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②収益分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等

を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が少額の
場合等には､分配を⾏わないこともあります｡ 

③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方
針｣および｢運用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 
 
追加型投信／海外／株式 
第38期(決算日2025年６⽉16日) 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

34期(2023年６月15日) 32,182 80 10.6 37,914 7.6 96.4 － 146,078 

35期(2023年12月15日) 34,163 100 6.5 39,852 5.1 93.8 － 141,293 

36期(2024年６月17日) 40,028 120 17.5 44,896 12.7 97.6 － 143,150 

37期(2024年12月16日) 41,917 110 5.0 48,913 8.9 99.9 － 135,822 

38期(2025年６月16日) 39,839 0 △ 5.0 47,628 △ 2.6 96.8 － 119,813 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年12月16日 41,917 － 48,913 － 99.9 － 

12月末 40,969 △ 2.3 48,179 △1.5 101.2 － 

2025年１月末 41,738 △ 0.4 48,771 △0.3 95.9 － 

２月末 39,050 △ 6.8 47,053 △3.8 92.5 － 

３月末 36,846 △12.1 44,682 △8.7 94.4 － 

４月末 37,090 △11.5 44,407 △9.2 92.4 － 

５月末 39,566 △ 5.6 47,151 △3.6 95.6 － 

(期  末)       

2025年６月16日 39,839 △ 5.0 47,628 △2.6 96.8 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)」です。 

Ｓ＆Ｐ500株価指数とは、米国の投資情報会社であるＳ＆Ｐが算出、公表している株価指数で、米国の主要500銘柄を時価総額で加重平均し

算出したものです。 

Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)は、Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)をもとに、為替ヘッジにかかる費用

相当分を考慮して委託会社が円ヘッジベースに換算したものです。設定時を10,000として指数化しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年12月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で下落し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数(配当金込

み、円ヘッジベース)のパフォーマンスを下回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有するコミュニケーション・サービス関連銘柄や情報技術関連銘柄などの株価上昇 

 

下落要因 

・ 保有するヘルスケア関連銘柄や一般消費財・サービス関連銘柄などの株価下落 

・ 為替のヘッジコスト   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で下落しました(米ドルベース)。 

 

期初から2025年２月中旬にかけては、利下げペースの鈍化懸念などが下押し要因となったものの、好調な企

業決算などが株価を下支えし、底堅く推移しました。その後は、トランプ政権の関税政策をめぐって世界的な

景気減速が懸念されたことから下落に転じました。４月上旬には、同政権による相互関税の発動とそれに対抗

する中国の報復措置の発表を受けて、景気後退への懸念から投資家のリスクオフの動きが一段と強まりまし

た。しかしその後、相互関税の上乗せ分の90日間停止が発表されると上昇に転じました。期末にかけても、米

英および米中の関税交渉が進展したことや、欧州連合(EU)への追加関税の発動時期が延期されたことから世

界的な貿易摩擦への懸念が緩和され、上昇基調を維持しました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動

リスクの低減を図ります。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

ボトムアップによるファンダメンタルズ分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が

高いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの

優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、コミュニケーション・サービス・セクター、ヘル

スケア・セクターが上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、エヌビディア、ブロードコム、ネットフリックスなどを買い増しました。一方、アマゾン・

ドット・コム、マイクロソフト、メタ・プラットフォームズなどを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
ベンチマークとの比較では、資本財・サービス・セ

クターやヘルスケア・セクターにおける銘柄選択や、

ヘルスケア・セクターのオーバーウェイトなどがマイ

ナス要因となりました。一方、コミュニケーション・

サービス・セクターや情報技術セクターにおける銘柄

選択や、コミュニケーション・サービス・セクターの

オーバーウェイトなどがプラス寄与となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、分配金は見送るこ

ととしました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基

づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第38期 

2024年12月17日～ 
2025年６月16日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 30,627  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジ

ベース）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

トランプ政権の関税政策の行方は不透明であり、短期的には引き続き変動性の高い相場環境となる可能性

はあるものの、米国企業の高い収益力が維持されるならば、今後も米国株式の中長期的な優位性は揺るがない

とみています。ただし、関税の影響で業態間や個別企業間の利益格差は今後ますます拡大し、二極化が進むと

みています。こうした企業間格差が拡大する局面では、卓越した製品／サービスによる価格決定力をもち、財

務体質が健全で外部環境に左右されにくい持続的な成長企業を見極めて厳選投資を行う当ファンドの優位性

が一層高まるとみています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

  



品 名：01_90039_110651_110652_038_05_アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａ・Ｂコース（為替ヘッジあり・なし）_1065952.docx 

日 時：2025/07/31 19:50:00 

ページ：7 

 

 

－ 7 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 338  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (161)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (161)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 1   0.003   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.001)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・提供等
および届出に係る費用等 

 合 計 340   0.867    

期中の平均基準価額は、39,209円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

894,707 9,771,329 1,471,145 17,145,430 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,950,342,699千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 5,087,254,311千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.38   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：01_90039_110651_110652_038_05_アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａ・Ｂコース（為替ヘッジあり・なし）_1065952.docx 

日 時：2025/07/31 19:50:00 

ページ：10 

 

 

－ 10 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○組入資産の明細 (2025年６月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

11,148,457 10,572,019 119,066,309 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年６月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 119,066,309 97.2 

コール・ローン等、その他 3,455,481 2.8 

投資信託財産総額 122,521,790 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（5,421,001,544千円）の

投資信託財産総額（5,425,914,740千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝144.42円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年６月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 240,483,649,109   

 コール・ローン等 1,935,832,883   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

119,066,309,443   

 未収入金 119,481,488,221   

 未収利息 18,562   

(B) 負債 120,670,254,655   

 未払金 119,139,141,386   

 未払解約金 469,274,001   

 未払信託報酬 1,060,181,839   

 その他未払費用 1,657,429   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 119,813,394,454   

 元本 30,074,486,351   

 次期繰越損益金 89,738,908,103   

(D) 受益権総口数 30,074,486,351口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 39,839円 
 

（注） 期 首 元 本 額 32,403,027,773 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

1,586,640,472円、期中一部解約元本額3,915,181,894円。当期

末現在における１口当たり純資産額3.9839円。 

○損益の状況 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,079,384   

 受取利息 1,079,384   

(B) 有価証券売買損益 △ 4,720,049,302   

 売買益 16,541,225,134   

 売買損 △21,261,274,436   

(C) 信託報酬等 △ 1,061,839,268   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 5,780,809,186   

(E) 前期繰越損益金 29,550,598,761   

(F) 追加信託差損益金 65,969,118,528   

 (配当等相当額) (  62,558,738,433)  

 (売買損益相当額) (   3,410,380,095)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 89,738,908,103   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 89,738,908,103   

 追加信託差損益金 65,969,118,528   

 (配当等相当額) (  62,558,738,433)  

 (売買損益相当額) (   3,410,380,095)  

 分配準備積立金 29,550,598,761   

 繰越損益金 △ 5,780,809,186   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第38期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（62,558,738,433円）および分配準備積立金額

（29,550,598,761円）より分配対象収益額は92,109,337,194円

（10,000口当たり30,627円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

2024年12月17日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

①信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金６兆円」とあるのを「金７兆円」に変更しました。 

 （変更日：2025年１月８日） 

 

②「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2025年４月１日） 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

Ｂコース（為替ヘッジなし） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

34期(2023年６月15日) 50,489 120 18.3 60,943 14.4 96.8 － 787,736 

35期(2023年12月15日) 56,091 170 11.4 67,303 10.4 95.7 － 893,632 

36期(2024年６月17日) 74,505 190 33.2 86,243 28.1 98.2 － 1,375,592 

37期(2024年12月16日) 78,204 190 5.2 94,497 9.6 99.0 － 1,625,412 

38期(2025年６月16日) 71,045 0 △ 9.2 88,168 △ 6.7 97.4 － 1,646,814 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年12月16日 78,204 － 94,497 － 99.0 － 

12月末 78,694 0.6 95,868 1.5 97.4 － 

2025年１月末 78,638 0.6 95,248 0.8 98.0 － 

２月末 71,457 △ 8.6 89,228 △ 5.6 95.7 － 

３月末 67,433 △13.8 84,980 △10.1 94.6 － 

４月末 64,961 △16.9 80,809 △14.5 94.7 － 

５月末 70,143 △10.3 86,813 △ 8.1 96.7 － 

(期  末)       

2025年６月16日 71,045 △ 9.2 88,168 △ 6.7 97.4 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」です。 

Ｓ＆Ｐ500株価指数とは、米国の投資情報会社であるＳ＆Ｐが算出、公表している株価指数で、米国の主要500銘柄を時価総額で加重平均し

算出したものです。 

Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)は、Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)をもとに、わが国の対顧客電信売買相場の

仲値を用いて委託会社が円ベースに換算したものです。設定時を10,000として指数化しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年12月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で下落し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数(配当金込

み、円ベース)のパフォーマンスを下回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有するコミュニケーション・サービス関連銘柄や情報技術関連銘柄などの株価上昇 

 

下落要因 

・ 保有するヘルスケア関連銘柄や一般消費財・サービス関連銘柄などの株価下落 

・ 円高米ドル安となったこと   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で下落しました(米ドルベース)。 

 

期初から2025年２月中旬にかけては、利下げペースの鈍化懸念などが下押し要因となったものの、好調な企

業決算などが株価を下支えし、底堅く推移しました。その後は、トランプ政権の関税政策をめぐって世界的な

景気減速が懸念されたことから下落に転じました。４月上旬には、同政権による相互関税の発動とそれに対抗

する中国の報復措置の発表を受けて、景気後退への懸念から投資家のリスクオフの動きが一段と強まりまし

た。しかしその後、相互関税の上乗せ分の90日間停止が発表されると上昇に転じました。期末にかけても、米

英および米中の関税交渉が進展したことや、欧州連合(EU)への追加関税の発動時期が延期されたことから世

界的な貿易摩擦への懸念が緩和され、上昇基調を維持しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円高米ドル安となりました。 

 

期初から2025年１月半ばにかけては、米国長期金利が上昇したことから円安米ドル高基調で推移しました。

その後は、日本銀行(日銀)が追加利上げを決定したことや、トランプ政権による相互関税が嫌気されて米ドル

売りが進んだことから、円高米ドル安となりました。４月下旬から５月半ばにかけては、世界的な貿易摩擦の

緩和期待から米ドルがやや買い戻されましたが、その後期末にかけては、米国の財政赤字拡大懸念や関税政策

の不透明感が高まり、再び円高米ドル安となりました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行

いません。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

ボトムアップによるファンダメンタルズ分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が

高いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの

優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、コミュニケーション・サービス・セクター、ヘル

スケア・セクターが上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、エヌビディア、ブロードコム、ネットフリックスなどを買い増しました。一方、アマゾン・

ドット・コム、マイクロソフト、メタ・プラットフォームズなどを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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ベンチマークとの比較では、資本財・サービス・セ

クターやヘルスケア・セクターにおける銘柄選択や、

ヘルスケア・セクターのオーバーウェイトなどがマイ

ナス要因となりました。一方、コミュニケーション・

サービス・セクターや情報技術セクターにおける銘柄

選択や、コミュニケーション・サービス・セクターの

オーバーウェイトなどがプラス寄与となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、分配金は見送るこ

ととしました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基

づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第38期 

2024年12月17日～ 
2025年６月16日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 62,142  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）

です。 
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【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

トランプ政権の関税政策の行方は不透明であり、短期的には引き続き変動性の高い相場環境となる可能性

はあるものの、米国企業の高い収益力が維持されるならば、今後も米国株式の中長期的な優位性は揺るがない

とみています。ただし、関税の影響で業態間や個別企業間の利益格差は今後ますます拡大し、二極化が進むと

みています。こうした企業間格差が拡大する局面では、卓越した製品／サービスによる価格決定力をもち、財

務体質が健全で外部環境に左右されにくい持続的な成長企業を見極めて厳選投資を行う当ファンドの優位性

が一層高まるとみています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 619  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (296)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (296)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 28)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.003)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 2   0.003   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.001)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・提供等
および届出に係る費用等 

 合 計 623   0.867    

期中の平均基準価額は、71,887円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

15,462,046 177,516,163 1,479,840 16,606,960 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,950,342,699千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 5,087,254,311千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.38   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○組入資産の明細 (2025年６月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

132,226,859 146,209,064 1,646,664,972 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年６月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 1,646,664,972 99.0 

コール・ローン等、その他 16,464,475 1.0 

投資信託財産総額 1,663,129,447 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（5,421,001,544千円）の

投資信託財産総額（5,425,914,740千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝144.42円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年６月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,663,129,447,872   

 コール・ローン等 2,035,465,802   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

1,646,664,972,552   

 未収入金 14,428,990,000   

 未収利息 19,518   

(B) 負債 16,315,287,073   

 未払解約金 2,565,294,382   

 未払信託報酬 13,733,293,325   

 その他未払費用 16,699,366   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,646,814,160,799   

 元本 231,798,057,694   

 次期繰越損益金 1,415,016,103,105   

(D) 受益権総口数 231,798,057,694口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 71,045円 
 

（注） 期 首 元 本 額 207,841,390,259 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

38,811,011,758円、期中一部解約元本額14,854,344,323円。当

期末現在における１口当たり純資産額7.1045円。 

○損益の状況 (2024年12月17日～2025年６月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 2,603,211   

 受取利息 2,603,211   

(B) 有価証券売買損益 △  130,706,026,904   

 売買益 8,469,917,132   

 売買損 △  139,175,944,036   

(C) 信託報酬等 △   13,749,992,691   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  144,453,416,384   

(E) 前期繰越損益金 512,068,858,390   

(F) 追加信託差損益金 1,047,400,661,099   

 (配当等相当額) (    928,371,553,217)  

 (売買損益相当額) (    119,029,107,882)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,415,016,103,105   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,415,016,103,105   

 追加信託差損益金 1,047,400,661,099   

 (配当等相当額) (    928,371,553,217)  

 (売買損益相当額) (    119,029,107,882)  

 分配準備積立金 512,068,858,390   

 繰越損益金 △  144,453,416,384   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第38期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（928,371,553,217円）および分配準備積立金額

（ 512,068,858,390 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 額 は

1,440,440,411,607円（10,000口当たり62,142円）ですが、当期

に分配した金額はありません。 
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－ 24 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

 

 
○お知らせ 

2024年12月17日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

①信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金６兆円」とあるのを「金７兆円」に変更しました。 

 （変更日：2025年１月８日） 

 

②「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2025年４月１日） 
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